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平成 26 年 10 月 29 日 

 

各  位 

会  社  名 株式会社データホライゾン 

代 表 者 名 代表取締役社長  内 海 良 夫 

（コード番号：3628 東証マザーズ） 

問 合 せ 先     取締役 内 藤 慎 一 郎 

（ＴＥＬ ０８２－２７９－５７１６） 

 

株式会社ベネフィット・ワンとの資本業務提携に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 26 年 10 月 29 日開催の取締役会において、株式会社ベネフィット・ワン（以下、

ベネフィット・ワン）およびベネフィット・ワンの完全子会社である株式会社ベネフィットワン・

ヘルスケア（以下、ベネフィットワン・ヘルスケア）との間で資本業務提携（以下、資本提携につ

いては「本資本提携」、業務提携については「本業務提携」といい、本資本提携と本業務提携を総

称して「本提携」といいます。）を行うことを決議し、本日付で本提携に関する契約を締結いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本業務提携の目的および理由 

 国民の健康増進の重要性が高まる中、国により保険者には、レセプト（診療報酬明細書）等の

データ分析に基づくデータヘルス（レセプト・健診情報等のデータ分析に基づき、PDCA サイクル

（※）に沿って実施する保健事業）の計画作成とその実施が強く求められており、この分野での

関連サービスの市場拡大が見込まれています。 

 当社は、長年にわたる医療関連情報サービスの提供を通じて、レセプトをデータ化、疾病ごと

の医療費、疾病の重症度を分析する技術を開発し、分析に必要なデータベースを蓄積してまいり

ました。この技術により、国民健康保険向けのデータヘルスに適合したサービスは堅調に拡大し、

今後は健康保険組合に向けてもデータヘルス計画作成サービスの提供を進める予定となっており

ます。 

 一方、ベネフィットワン・ヘルスケアは、豊富な医療機関並びに保健師、看護師、管理栄養士

とのネットワークを活かし、健診予約代行から健診データ管理・特定保健指導に至るまで、疾病

予防におけるサービスをワンストップで提供しており、業界トップクラスのシェアを保有してお

ります。また、これまで培ってきたノウハウに基づき、データヘルスに関わる全ての業務を代行

する『データヘルス・ワンストップサービス』を実施しております。その他にも、糖尿病重症化

予防プログラムやメンタル・チェック等、身心の疾病を予防・早期発見する新サービスに積極的

に取り組んでおります。 

 本業務提携により、当社のレセプト分析技術とベネフィットワン・ヘルスケアのデータヘル

ス・ワンストップサービスが補完しあい、より質の高いデータヘルスの提供が可能となります。

また、相互のデータヘルス関連市場におけるシェアを共有化することで、拡大が見込まれるデー
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タヘルス関連市場での早急なシェア向上を図ることを目的としています。 

（※）データヘルスの PDCA サイクル 

Plan（計画：データヘルス計画）Do（実行：保健事業の実施）Check（評価：保健事業の

評価）Act（改善：計画、保健事業の改善）の 4 段階を繰り返すことにより、業務を継続

的に改善する手法 

 

２．本提携の内容 

(1)業務提携の内容 

 医療保険者よるデータヘルス計画の策定、実施および評価に関する業務を相互に協力して受

託及び遂行するため、当社とベネフィットワン・ヘルスケアの強みを生かしたデータヘルスサ

ービスの共同提供を今後検討してまいります。 

 

(2)資本提携の内容 

ベネフィット・ワンは、当社の筆頭株主である当社代表取締役社長の内海良夫氏から、当社

普通株式 25 万株（当社の発行済株式総数の７.03％）を平成 26 年 10 月 31 日に市場外取引によ

り取得します。 

 

３．ベネフィット・ワンおよびベネフィットワン・ヘルスケアの概要 

(1)ベネフィット・ワンの概要 

（１）名 称 株式会社ベネフィット・ワン 

（２）所 在 地 東京都渋谷区渋谷三丁目 12 番 18 号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 白石 徳生 

（４）事 業 内 容 福利厚生代行サービスを中心とした会員制サービス事業 

（５）資 本 金 の 額  1,527 百万円 

（６）設 立 年 月 日  平成８年３月 15 日 

（７）大株主および持株比率 株式会社パソナグループ 

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 

（常任代理人 香港上海銀行 東京支店） 

白石徳生 

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン  

エスエル オムニバス アカウント 

（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 

505224 

（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 

伊藤忠商事株式会社 

ビービーエイチ マシューズ ジャパン ファンド 

（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行決済事業部） 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

ビービーエイチ マシューズ アジア グロウス ファンド 

（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行決済事業部） 

株式会社ホワイトアンドストーン  

49.40%

4.22%

2.99%

1.92%

1.55%

1.36%

1.09%

1.07%

1.02%

1.00%
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（８）当社と当該会社との間 

   の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者への

該当状況 

該当事項はありません 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績および財政状態        （単位:百万円） 

 平成 24 年３月期 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 

連 結 純 資 産  9,618 9,227 10,644

連 結 総 資 産  15,283 16,316 18,480

１株当たり連結純資産（円） 43,664.44 225.52 255.52

連 結 売 上 高  14,959 17,610 20,356

連 結 営 業 利 益 2,471 2,731 3,169

連 結 経 常 利 益 2,512 2,714 3,145

連 結 当 期 純 利 益 1,447 1,623 1,892

１株当たり連結当期純利益（円） 6,569.79 38.06 46.21

１株当たり配当金（円） 3,000 3,500 21

（注） 平成 25 年 10 月 1 日を効力発生日として、普通株式 1 株を 200 株に分割し、1 単元の株

式数を 100 株とする単元株制度を採用しております。これに伴い、平成 25 年 3 月期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額、1 株当たり当期純利益金額

を算定しております。 

 

(2)ベネフィットワン・ヘルスケアの概要 

（１）名 称 株式会社ベネフィットワン・ヘルスケア 

（２）所 在 地 東京都品川区西五反田八丁目 9番 5号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 太田 努 

（４）事 業 内 容 健診予約代行・特定保健指導等のサービス提供事業 

（５）資 本 金 の 額  215 百万円 

（６）設 立 年 月 日  平成 2年 11 月 2 日 

（７）大株主および持株比率 株式会社ベネフィット・ワン 100.00%

（８）当社と当該会社との間 

   の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 当社から当該会社に重症化予防指導業務

を委託しております 

関連当事者への

該当状況 

該当事項はありません 
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（９）当該会社の最近３年間の経営成績および財政状態        （単位:百万円） 

 平成 24 年３月期 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 

純 資 産 324 392 803

総 資 産 702 1,106 1,785

１株当たり純資産（円） 261,601.40 297,912.68 109,835.40

売 上 高 1,206 1,824 3,336

営 業 利 益 133 82 178

経 常 利 益 80 79 195

当 期 純 利 益 40 5 110

１株当たり当期純利益（円） 33,011.96 4,473.62 15,157.60

１株当たり配当金（円） 4,000 ― ―

 

４. 今後の日程  

（1）本業務提携契約の締結日  平成 26 年 10 月 29 日  

（2）本業務提携の開始日    平成 26 年 10 月 29 日  

（3）本株式譲渡契約の締結日   平成 26 年 10 月 29 日  

（4）本株式取得の実行     平成 26 年 10 月 31 日  

 

５．今後の見通し 

本件による当期連結業績に与える影響は軽微であります。  

現時点では次期以降の計画数値を見積もっておりませんが、中長期的には当社の収益向上に寄

与するものと考えております。 

 

以 上 

 

(参考)当期連結業績予想（平成 26 年８月 21 日公表分）および前期連結実績 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

当期連結業績予想 

（平成 27 年３月期） 
2,035 7 8 114 32.78

前期実績 

（平成 26 年３月期） 
2,303 △51 △51 △36 △10.45

 

 


